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写真１ 小池百合子氏の講演記念で
制作した「クール・ビズ茶」

写
真
2 

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ス
の
日
本
茶
「
敬
天
愛
茶
」
◀

連
載
・
イ
ベ
ン
ト

◆社会インフラテック
会期：2018年12月6日（木）～ 8日
（土）▷開催時間：10：00 ～ 17：
00▷会場：東京ビッグサイト 東
ホール（東京都江東区有明3-10-
1）▷入場料：無料（登録制）▷主
催：インフラメンテナンス国民
会議／日本経済新聞社/問合せ
先：0120-261-122

◆住宅・ビル・施設Week＜東京展＞
（第3回［高性能］建材・住設 EXPO

／ 第3回 ス マ ー ト ビ ル デ ィ ン グ 
EXPO ／ 第1回 AI・ ス マ ー ト 住 宅 
EXPO ／第1回 施設リノベーション 
EXPO）
会 期：2018年12月12日（水 ）～ 14日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 18：00
（最終日は17：00まで）▷会場：東京
ビッグサイト（東京都江東区有明
3-10-1）▷入場料：招待券（事前請求
無料）持参の場合無料／招待券がな
い場合は5,000円▷主催：リード エ
グジビション ジャパン株式会社/問
合せ先：03-5324-1244

●JPEA・第35回太陽光発電シンポジウ

ム『日本の主力電源・太陽光発電、
2019年からの新たな時代へ』
会期：2018年11月14日（水）～ 15
日（木 ）▷ 開 催 時 間：9：30 ～
17：00▷会場：ヒューリック浅
草橋ビル2階（東京都台東区浅草
橋1-22-16）▷参加費：＜JPEA会
員＞2日券＝2万6,000円・1日券
＝1万5,000円／＜一般＞2日券＝
2万9,000円・1日券＝1万8,000円　
＊情報交換会：2018年11月14日

（水）17：30 ～（会費5,000円・事
前申込必要）▷主催：一般社団法
人太陽光発電協会（JPEA）/問合せ
先：シンポジウム事務局03-
5657-0813（JTBコミュニケーショ
ンデザイン内）

●シンポジウム「再生可能エネルギーと
農業で真に豊かな社会を 子供達のため
に本当に残すべきもの」
会期：2018年11月22日（木）▷開催
時間：12：30 ～ 18：00▷会場：城
南信用金庫本店（東京都品川区西五
反田7-2-3）▷参加費：無料　＊事
前申込制▷問合せ・申込先：htt
ps://goo.gl/forms/vO7rhLRepVgxA
lFo1

●次世代農業×エネルギー「ソーラーシ
ェアリング・セミナー in徳島」

会期：2018年11月26日（月）▷開催
時 間：13：00 ～ 17：00（開 場12：
30 ～）▷会場：JA会館徳島 1階「す
だちホール」（徳島県徳島市北佐古
一番町5番12）▷参加費：無料（事前
申込制）▷主催：一般社団法人新エ
ネルギー O&M協議会/問合せ先：03-
5809-3366（新エネルギー O&M協議会
内）

●新エネルギー O&M協議会「第１回・
O&M技術セミナー」
会期：2018年11月27日（火）▷開催
時 間：10：00 ～ 16：45（9：45開
場、17：00終了予定）▷会場：フォ
ーラムミカサエコ 7Fホール（東京
都千代田区内神田1-18-12 内神田
東誠ビル）▷参加費：無料（事前登
録制）▷主催：一般社団法人新エネ
ルギー O&M協議会/問合せ先：03-
5809-3366

●一般社団法人水素エネルギー協会（HESS）
「第38回水素エネルギー協会大会」
会期：2018年11月28日（水）・ 29日

（木）＊懇親会あり、28日のプログ
ラム終了後（要事前申込）▷会場：
タワーホール船堀 小ホール（東京
都江戸川区船堀4-1-1）▷参加費：
＜HESS会員・協賛会員＞8,000円（学
生2,000円）／＜非会員＞1万5,000

円（学生3,000円）＊懇親会＝会員・
非会員5,000円（学生1,000円）▷主
催：一般社団法人水素エネルギー
協 会（HESS）/申 込 み 先：38hess＠
hess.jp

●再生可能エネルギーシンポジウム「IoT
と電力改革で変わる経済と社会」
会期：2018年12月3日（月）▷開催時
間：14：00 ～ 16：30（開 場13：30）
▷会場：浅草橋ヒューリックホー
ル（東京都台東区浅草橋1-22-16 ヒ
ューリック浅草橋ビル2階）▷参加
費：無料（事前申込制）▷主催：ネ
クストエナジー・アンド・リソー
ス株式会社/問合せ・参加申込：ht
tps://www.nextenergy.jp/event/

●平成30年度 新エネルギー人材育成研修
会「新エネ基礎コース」
会期：2018年12月7日（金）▷開催
時間：9：50 ～ 17：00（受付開始
9：30 ～）▷会場：TKP新橋カンフ
ァレンスセンター カンファレン
スルーム6B（東京都港区新橋1-15-
1　大手町建物田村町ビル）▷参加
費：＜一般＞1万5,000円／＜賛助
会員＞1万円（講演資料代を含む）
＊事前申込制▷主催：一般財団法
人新エネルギー財団/問合せ先：
03-6810-0361（新エネルギー財団 

計画本部 企画調査部）
●第4回・全国小水力発電大会in富士宮
会期：2018年12月13日（木）～ 15
日（金）▷会場：【1日目・基調講
演およびパネル討論など】富士
宮市市民文化会館（静岡県富士宮
市宮町14番2号）【2日目・分科
会】①富士宮市市民文化会館／
②浅間大社参集所（静岡県富士宮
市元城町22番1号）＊富士山本宮
浅間大社敷地内【3日目・エクス
カーション】＊会場無し▷主催：
全国小水力発電大会実行委員会・
全国小水力利用推進協議会▷参
加申込先：専用サイトhttps://
amarys-jtb.jp/4syosuiryoku/

（株式会社JTB静岡支店）/問合せ
先：開催実行委員会事務局0544-
22-1131

●第8回 日射セミナー
会期：2018年12月13日（木）▷開
催 時 間：13：10 ～ 16：55▷ 会
場：英弘精機本社（東京都渋谷区
幡ヶ谷1-21-8）▷参加費：無料

（事前申込）▷主催：英弘精機株
式会社/問合せ先：03-3469-6711

新エネルギー関連
イベントカレンダー（11月～ 1月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。学会／セミナー／講演会

展示会
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▶ ◀OfByForコラム
地域の

地域による
地域のための

第㊻回

▼
Ｏ
ｆ
Ｂ
ｙ
Ｆ
ｏ
ｒ

こ
と
は
じ
め

こ
の
『
Ｏ
ｆ
Ｂ
ｙ
Ｆ
ｏ
ｒ

コ
ラ
ム
』
も
終
盤
と
な
っ
て

き
た
。
「
地
域
の
地
域
に
よ

る
地
域
の
た
め
の
Ｓ
ｏ
ｍ
ｅ

ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
」
を
主
題
と
し

て
、

全

国

の

Ｎ

Ｅ

Ｗ

Ｓ

（
北
、
東
、
西
、
南
か
ら
）

と
名
付
け
、
地
域
、
特
に
地

方
の
活
性
化
の
た
め
の
情
報

を
語
り
継
い
で
き
た
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
前
に

も
、
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
』

と
し
て
48
話
を
連
載
し
た

が
、
本
コ
ラ
ム
も
48
話
を
一

区
切
り
と
す
る
と
、
今
回
も

入
れ
て
残
り
は
３
話
な
る
。

そ
こ
で
、
そ
の
３
回
を
「
Ｏ

ｆ
」
、
「
Ｂ
ｙ
」
、
「
Ｆ
ｏ
ｒ
」

の
そ
れ
ぞ
れ
に
フ
ォ
ー
カ
ス

を
当
て
、
締
め
く
く
ろ
う
と

考
え
た
。
Ｏ
ｆ
を
取
り
上
げ

る
今
回
は
、
地
域
の
資
源
を

活
か
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

▼
ク
ー
ル
ビ
ズ
＆

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ

２
０
１
８
年
の
夏
は
、

「
異
常
」
気
象
と
呼
ぶ
に
相

応
し
い
暑
さ
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
今
、
こ
の
時
期
に
な
る

と
あ
の
暑
さ
が
懐
か
し
く
思

う
ほ
ど
朝
晩
は
冷
え
る
。
ニ

ュ
ー
ス
で
は
、
暦
の
上
で
は

冬
に
な
っ
た
と
伝
え
る
。

11
月
か
ら
は
、
環
境
省
が

進
め
る
「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ス
」

が
始
ま
っ
た
。
が
、
読
者
の

周
り
で
「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」

は
、
ど
れ
く
ら
い
浸
透
し
て

い
る
だ
ろ
う
か
…
。

夏
は
、
冷
房
の
過
剰
な
低

温
設
定
を
止
め
て
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
を
抑
制
し
、
そ

の
削
減
に
心
が
け
る
国
民
運

動
に
し
よ
う
と
い
う
の
が
、

「
ク
ー
ル
ビ
ス
」
と
い
う
合

言
葉
で
あ
る
。
同
様
に
、
冬

の
暖
房
に
対
す
る
心
が
け

が
、「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」
で

あ
る
。

こ
の
合
言
葉
に
あ
る
「
ビ

ズ
」
は
、
Ｂ
ｉ
ｚ
と
綴
ら
れ

る
が
、
そ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
の

こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ク

ー
ル
ビ
ス
も
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ス

も
、
民
間
が
そ
の
目
的
に
向

か
っ
て
商
業
的
に
も
取
り
組

む
チ
ャ
ン
ス
や
戦
略
を
持
っ

て
展
開
し
よ
う
と
い
う
含
意

が
あ
る
だ
ろ
う
。

「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
は
、
先

行
し
て
な
さ
れ
て
お
り
、
認

知
度
も
高
い
。
暑
い
夏
に
対

す
る
冷
房
と
い
う
極
め
て
わ

か
り
や
す
い
身
近
な
対
応
で

あ
る
。
実
は
、
温
暖
化
防
止

行
動
に
、
最
も
良
く
な
い
の

が
、「
冷
房
」
で
あ
る
。
温

度
を
下
げ
る
と
い
う
、
熱
力

学
第
二
法
則
「
熱
は
高
い
方

か
ら
低
い
方
に
移
動
す
る
」

に
逆
ら
う
行
為
や
行
動
を
行

う
機
器
が
ク
ー
ラ
ー
で
、
そ

の
〝
ス
ウ
ィ
ッ
チ
・
オ
ン
〟

▼
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
茶
」

と
し
て
の
位
置
づ
け

会
社
や
家
庭
を
訪
問
し
た

と
き
、
お
茶
が
出
さ
れ
る
。

そ
の
客
人
を
歓
迎
す
る
と
い

う
た
め
の
お
茶
の
意
味
を
込

の
季
節
、「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」

を
話
題
に
し
て
欲
し
い
。
応
接

室
に
は
、「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」

の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
、〝
当
社
は
、
環

境
を
重
視
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
展

開
を
し
て
い
る
〟
と
の
意
思

表
明
で
あ
り
、
当
日
の
ビ
ジ

ネ
ス
ト
ー
ク
の
前
に
〝
環
境
〟

の
こ
と
、〝
エ
ネ
ル
ギ
ー
〟
の

こ
と
、〝
地
球
温
暖
化
〟
の
こ

と
、〝
異
常
気
象
〟
の
こ
と
、

そ
し
て
〝
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
〟
の

こ
と
、〝
ク
ー
ル
ビ
ズ
〟
の
こ

と
等
を
話
題
に
す
る
機
会
を

書
き
の
シ
ー
ル
に
は
、

「
き
の
う
の
よ
ろ
こ
び

い
ま
の
ひ
と
と
き　

あ
し

た
へ
つ
な
ぐ　

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｍ　

Ｂ
Ｉ
Ｚ
」

と
、
書
き
込
ん
だ
…
。

め
て
「
ウ
ェ
ル
カ

ム
茶
」
を
一
般
名

詞
と
し
た
。
い
ま

で
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
、
二
酸
化
炭
素

を
増
加
さ
せ
、
さ
ら
に
い
え

ば
、
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
増
加

の
典
型
例
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
年
の
夏
は
、

猛
暑
＆
酷
暑
で
、
Ｔ
Ｖ
や
ラ

ジ
オ
か
ら
も
、
熱
射
病
防
止

の
た
め
、「
遠
慮
な
く
冷
房

を
付
け
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
た
。

「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
に
関
連

し
た
対
策
に
「
ク
ー
ル
シ
ェ

ア
」
が
あ
る
。
冷
房
を
各

家
、
各
室
で
行
う
の
で
は
な

く
、
一
つ
の
部
屋
で
冷
房
を

シ
ェ
ア
し
よ
う
と
い
う
行
動

へ
の
合
言
葉
で
あ
る
。
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
図
書

館
な
ど
に
出
か
け
、
各
家
で

冷
房
を
で
き
る
だ
け
使
わ
な

い
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。

▼
「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ス
」
向
け

日
本
茶
の
商
品
化

今
年
も
、
11
月
か
ら
「
ウ

ォ
ー
ム
ビ
ス
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
認
知
は
、
ま
だ
低
い
。

そ
こ
で
、
環
境
省
に
も
電
話

た
。
今
年
は
、
明
治
維
新
か

ら
１
５
０
年
の
記
念
の
年
。

江
戸
か
ら
明
治
に
大
き
な
社

会
改
革
が
な
さ
れ
、
そ
の
歴

史
の
重
要
人
物
の
一
人
が
、

西
郷
隆
盛
で
あ
る
。
隆
盛
は

日
置
と
も
、
ゆ
か
り
が
あ

る
。
ま
た
、
筆
者
の
出
身
地

で
あ
る
鶴
岡
（
庄
内
藩
）
と

も
、
深
い
関
わ
り
が
あ
り
、

荘
内
南
洲
会
と
し
て
隆
盛
の

教
え
を
受
け
継
ぎ
広
め
て
い

る
。こ

う
し
て
発
想
し
た
の

が
、
西
郷
隆
盛
が
教
え
る

「
敬
天
愛
人
」
の
言
葉
で
あ

っ
た
。
こ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
し

て
、「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ス
」
向

け
の
お
茶
を
、『
敬
天
愛

茶
』
と
名
づ
け
た
。

早
速
、
大
寺
氏
に
伝
え
る

と
、
日
置
の
茶
所
、
飯
牟
礼

で
の
矢
筈
岳
と
諸
正
岳
の
大

鬼
伝
説
も
取
り
入
れ
た
デ
ザ

イ
ン
を
し
て
く
れ
た
。
こ
れ

に
、「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
加
え
、
ラ
ベ

ル
が
仕
上
っ
た
。
＝
写
真
２

し
、
ウ
ォ

ー
ム
ビ
ズ

に
関
係
し

た
日
本
茶

を
商
品
し

た
い
が
と

相

談

し

た
。

実

は
、「
ク
ー
ル
ビ
ス
」
の
発

信
者
は
、
小
池
百
合
子
東
京

都
知
事
で
あ
る
。
そ
の
当
時

は
、
環
境
大
臣
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
２
０
０
８
年
６

月
に
、
千
葉
大
学
で
小
池
氏

に
よ
る
「
持
続
可
能
な
社
会

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
」
と

題
す
る
講
義
を
、
筆
者
は
お

願
い
し
た
。
そ
の
お
礼
に
、

筆
者
は
、「
ク
ー
ル
・
ビ
ス

茶
」
と
名
づ
け
た
テ
ィ
ー
バ

ッ
グ
を
制
作
し
お
礼
に
差
し

上
げ
た
。
＝
写
真
１

環
境
省
と
の
相
談
で
、
前

作
の
よ
う
な
『
ウ
ォ
ー
ム
・

ビ
ズ
茶
』
と
い
う
商
品
は
、

望
ま
し
く
な
い
と
の
こ
と
。

そ
れ
で
、い
ろ
い
ろ
考
え
た
。

▼
『
敬
天
愛
茶
』
の
制
作

「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」
向
け

の
日
本
茶
の
商
品
化
に
つ
い

て
は
、
以
前
か
ら
関
係
の
あ

っ
た
鹿
児
島
県
日
置
市
の
ミ

チ
農
園
に
相
談
し
て
、
Ｊ
Ａ

Ｓ
認
定
の
有
機
茶
葉
の
準
備

を
お
願
い
し
た
。

商
品
化
の
た
め
の
ラ
ベ
ル

デ
ザ
イ
ン
は
、
同
じ
く
日
置

市
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
大
寺
聡
氏

ポ
ス
タ
ー
の
デ

ザ
イ
ン
を
制
作

し
て
頂
い
た
こ

と
が
あ
る
。

こ
う
し
て
、

鹿
児
島
や
日
置

と
の
地
域
つ
な

が
り
が
で
き

に
相
談
し
た
。
大
寺
氏
に

は
、
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
活
性
化

に
向
け
た
展
示
会
の
メ
イ
ン

誘
発
し
、

持
続
可
能

な
社
会
の

創
造
」
に

向
け
て
ビ

ジ
ネ
ス
展

開
す
る
よ

う
に
し
た

い
。そ

ん
な

意
味
を
こ

め
て
、
横


